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［課題１の考察］：波形と回転ベクトルの対応について考察してください。 

 

 

 

 

 

 

１－２、交流波形の観測と計測実験【実験１】 

実験１の計測結果（測定値は実験記録表に記録） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［実験２ 課題２］計算による回路の確認と計測実験データの処理 

１）電源電圧 Viを 1 V(実効値)とした場合、抵抗回路に流れる電流 I [mＡ]をオー

ムの法則で求めると何ｍAになりますか？ 

                       答        ｍA 

２）スコープの計測より最大値 Vm を読み、この Vm から実効値 V を求めよ。 

                       答         V 

３）周期 T[s]から周波数 f [Hz]を求めましょう。      答      Hz 

４）スコープの計測より電流 I  [ｍA] を読んでください。 答      ｍA 

５）電圧 V (実効値)と抵抗値 R から１）でオームの法則によって求めた I と、４）

の計測値とを比較した結果を下記に言葉で記してください。 

 答                                  

【課題１の考察】 

【実験１のまとめ】 
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［実験２ 考察］電圧・電流波形と回転ベクトルの対応（考察欄にも記入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[実験３ 考察]  電圧・電流波形と回転ベクトルの対応（考察・ベクトル記入） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［実験４ 考察］電圧・電流波形と回転ベクトルの対応（考察・ベクトル記入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２ 抵抗回路における、電圧、電流波形と電圧、電流回転ベクトルの関係 

図３－４ インダクタ回路における、電圧-電流波形と電圧-電流回転ベクトルの関係 

図３－６ キャパシタ回路における、電圧-電流波形と電圧-電流回転ベクトルの関係 
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シミュレータで計測した 

電圧と電流波形をここに貼る 

シミュレータで計測した 

電圧と電流波形をここに貼る 

シミュレータで計測した 

電圧と電流波形をここに貼る 
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３、 R, L ,C 回路の周波数特性実験 

【実験５ 課題１】 測定データをグラフ化してください。 （次ページ方眼紙利用） 

ただし、この３種類の実験結果グラフは1枚の方眼用紙にまとめます。 

【実験５ 課題２】 ３つのグラフの関係を考察し、下記に簡潔に答えてください。  

また、過去問と実験の対応などを併せて確認してください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  ＲＣ直列回路 

［実験６ 課題１］計算による回路シミュレーション 

1)  RC 回路で設定した電圧や周波数から使用する電子部品のリアクタンスやイン

ピーダンス、インピーダンス Z 等を求め、記入欄に記入してください。 

2)  ・上記 9)で描いたベクトル図から、VRと VCと全体の電圧 V の関係や、R と XCの値と

合成インピーダンス（≒合成抵抗）の関係について考察してください。 

・また、実験値（回路シミュレータ）と計算値（理論値）がどのようになった

かを簡潔（1～2 行程度）に考察してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ まとめと感想：適当な A4 の用紙に、過去問と実験結果との対応について再確

認しそれを書き出してまとめ、併せて感想を書き、冊子の最後に添付してください。 
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